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文学講座【全４回】 

漢文古典「人に学ぶ ２」～史伝の魅力～ 

第４回 インターネットで学ぶ漢文古典 ―― 本講座の文献と人物を中心に 

令和 6（2024）年 6 月 27 日   於 白根記念渋谷区郷土博物館 

國學院大學文学部兼任講師   篠原
しのはら

 泰彦
やすひこ

 

 

本資料の構成 

○ インターネットについて学ぶ 

 インターネットの歴史 

 インターネットの現状 

○ インターネットで学ぶ 

 デジタルアーカイブ 

 インターネットでの出会いと広がり 

 

インターネットについて学ぶ 

 インターネットの歴史 

年 国 内容 

1967 アメリカ 国防総省が資金提供し、研究プロジェクトが発足 

これがインターネットの起源とされる 

1969 アメリカ 4 つの大学・研究機関を接続するネットワークが開始 

主に大学・研究機関の間を接続するネットワークとして拡大 

1984 日本 東京大学、東京工業大学、慶応義塾大学の 3 大学を結ぶ 

ネットワークとして実験開始 

1989 イギリス ホームページの原型（HTML）が考案される 

1991 スイス 世界初のホームページが誕生 

・CERN（欧州原子核研究機構） 

1992 日本 NTT で社内向けホームページが誕生（日本初のホームページ） 

1995 世界 Windows95 が発売され、家庭で手軽にインターネットに接続でき

るようになる 

2005 アメリカ YouTube 誕生 

2007 アメリカ iPhone 誕生。ここからスマートフォンが急速に普及する 

2010 日本 モバイル端末（スマートフォンなど）からのインターネット利用者

数が、パソコンからの利用者数を超える 
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 インターネットの現状 

（1） インターネットの利用手段 

 

➢ 総務省｜令和 5 年版 情報通信白書｜データ集 

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r05/html/datashu.html#f00284 

 

 パソコン 

➢ 最近は家にないことも多い 

 パソコンはあってもプリンターがないことも多い 

（印刷する必要がある場合は、コンビニのコピー機から印刷できる） 

➢ 後述のスマートフォンやタブレットには基本的にキーボードがないため、 

パソコンが家にないとキーボードで入力する機会がない 

 大学生はキーボードで文字を入力するより、スマートフォンで文字を 

入力する方が早い人が多い 

 スマートフォン 

➢ 最近は小学生から年輩の方まで持っていることが多い 

➢ 共働き家庭では家に子供しかいない時間もあるため、親や祖父母との連絡用

に持っている 

➢ ちょっとした連絡にはスマートフォンのアプリ「ライン（LINE）」が便利な

ので、子供に頼まれてスマートフォンを使っている高齢者も多い 

 タブレット 

➢ 画面が大きなスマートフォン（のようなもの） 

➢ パソコン代わりに購入する人が増えている 
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（2） インターネット上の資料 

 図書館の蔵書の検索と貸し出し（閲覧）予約 

➢ 地域の図書館で行えるところが増えている 

 電子書籍の貸し出し 

➢ 地域の図書館で行えるところが増えている 

 国立国会図書館「個人向けデジタル化資料送信サービス」 

➢ 国立国会図書館のデジタル化資料のうち、絶版等の理由で入手が困難なもの

を、インターネットを通じて自身の端末（パソコン、タブレット）等で利用

できるサービス 

 絶版等の理由で入手困難なもの（著作権者等の申出を受けて、3 か月以

内に入手困難な状態が解消する蓋然性が高いと当館が認めたものを除

く）が対象 

 資料の閲覧 

➢ 様々な図書館や博物館などでデジタル資料の公開を行っている 

➢ パソコンやスマートフォンの画面で、いつどこにいても様々な資料を閲覧す

ることができる 

 

インターネットで学ぶ 

 デジタルアーカイブ 

 デジタルアーカイブとはデジタル技術で保存すること、あるいは保存してある場所のこ

と。文字、図表、画像、映像、音声などが保存されている。 

 デジタルアーカイブの特徴 

➢ 劣化しない 

➢ 実物を手に取ることはできないが、インターネットを利用すればいつでもどこでも

閲覧できる 

➢ 拡大や裏返しなどを行えるものもある 

➢ 検索しやすい（探しやすい） 

○ 版本閲覧で使用したホームページ 

 国立歴史民俗博物館 khirin a 

https://khirin-a.rekihaku.ac.jp/ 

 早稲田大学図書館 古典籍総合データベース 

https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/ 

 国立国会図書館デジタルコレクション 

https://dl.ndl.go.jp/ 
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 京都大学貴重資料デジタルアーカイブ 

https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/ 

○ その他、関連ホームページ 

 『宋名臣言行録』（書き下し文） 

https://dl.ndl.go.jp/pid/1239995/1/5 

 人文学オープンデータ共同利用センター 

http://codh.rois.ac.jp/ 

 なぜ日本人は『論語』を「心のよりどころ」にするのか – 國學院大學 

https://www.kokugakuin.ac.jp/article/242102 

 國學院大學博物館 Online Museum – YouTube 

https://www.youtube.com/@kokugakuinmuseum/videos 

➢ 企画展「論語 for Beginners －『論語』と格闘した江戸時代－」を展示解説！  

https://www.youtube.com/watch?v=cHAjxdtfgQc 

 叢書日本の思想家 明徳出版社 

http://rr2.e-meitoku.com/products?cat=11 

 

○ デジタル資料と著作権 

個人利用でも著作権を意識する必要がある 

 他者に配布しない 

 インターネットで発信しない 

 

 

 インターネットでの出会いと広がり 

○ 個人サイト（個人の作っているホームページ）で出会う 

 【罔殆庵／もうたいあん】浅学菲才の中国哲学教室 

https://www.rockfield.net/kanbun/ 

 日本漢文の世界 近代日本人の漢文作品 

kambun.jp https://kambun.jp/ 

○ 検索で出会う 

 

ここに検索するキーワードを入力する 

https://dl.ndl.go.jp/pid/1239995/1/5
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○ 辞書で出会う 

 コトバンク [ 辞書・百科事典・各種データベースを一度に検索 ] 

https://kotobank.jp/ 

○ インターネット百科事典で出会う 

 Wikipedia（ウィキペディア） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/ 

○ AI で出会う 

 Microsoft Copilot（Microsoft Edge） 

 
 

 

 

 

 
 

○ インターネット上の情報は玉石混交 

 間違いも多々ある 

 常に「本当かどうか」の事実確認が欠かせない（出典の確認） 

ここに質問を入力する 

このアイコンをクリックすると

画面が広くなる 


